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需要側排出分 電力等供給源側対策分 

基準年度比 
需要側△21％ 

電力供給側 

2015年度温室効果ガス排出量について 

１ 2015年度（平成27年度）温室効果ガス排出量  ２ 温室効果ガス排出量（需要側）の部門別推移 

（基準年度） （目標値） 

【産業部門】 
 前年度比△72万トン（△5.5％） 基準年度比△356万トン（△22.4％） 
 削減理由 省エネルギーの取組浸透 
 

【業務部門】 
 前年度比△27万トン（△5.7％） 基準年度比△164万トン（△26.9％） 
 削減理由 省エネルギーの取組浸透、暖冬の影響 
 

【家庭部門】 
 前年度比△14万トン（△1.8％） 基準年度比△ 5万トン（△0.7％） 
 削減理由 省エネルギーの取組浸透、暖冬の影響 
 
【運輸部門】 
 前年度比＋ 5万トン（＋0.6％） 基準年度比△113万トン（△10.7％） 
 削減理由 自動車の総走行距離数の増加  

前年度比 
△２．５％ 

前年度比 
△３．０％ 

（万ｔ-CO2） 

基準年度比 
需要側△13.4％ 
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・ 温室効果ガス排出量   ４,１２４万トン  
      （前年度比   △１２６万トン △３.０％） 
   需要側（エネルギー使用側） △９６万トン 
   電力供給側          △３０万トン 
 
・ 基準年度（2005年度）比  △１３．４％ 

 目標：2005年度比で 
2020年度までに21%削減 

資料６ 


